野宿者支援における宗教の社会参加 : Faith-Related Organizationの観点から by 白波瀬 達也 & Tatsuya Shirahase
  Page 71 11/08/01 14:05






























博 士（社会学）学 位 の 専 攻分 野 の 名 称
白波瀬 達 也氏 名
2011年月日学位授与年月日
学位規則第条第項該当学位授与の要件







對 馬 路 人
大 村 英 昭
教 授























































































補論は FRO のボックスにおける C型（対抗型）であった FRO が政府と協働関係を構築するために D
型（公民協働型）へと移行したプロセスを扱った事例である。
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は支援する FRO側の問題として議論され、極論すれば、ほかに行きどころのなくなった韓国系プロテス
タント教会の開拓伝道が、幸か不幸か宗教的に空洞化状態にあると認知された釜ヶ崎に、そのほこ先を向
けたのだろうと言う著者の鑑定眼であろうか。いきおい、プル（吸引）要因の方は、支援を受ける野宿者
の側で議論され、要は食べるためには、いくつもの伝道集会を“はしご”しなければならない野宿者の実
態、及び“生の声”が記録されているのである。「釜ヶ崎では、あらゆる（伝道集会の）炊き出しを活用
すれば、日によって一日に回以上食事することも可能である」と注記されているのも面白い。
もちろん、ただ食べるためだけに伝道集会に参加する人ばかりではない。続く章・章・章では、
決して数は多くはないけれども、支援されたことを契機にして、伝道された信仰の中身を一定程度受容し、
ついには支援する側にまわる人たちのことが、各支援組織の実例に即して、かつ再度、野宿者たちの“生
の声”も交えてビビッドに描かれている。もっとも、ここでも著者の鋭い鑑定眼は、信仰を受容した、そ
のことの故に、かえって各支援団体への依存度を高め、あるいは野宿生活から脱け出すことが困難になっ
たり、あるいは支援団体が体現している「親密圏」に、いわば安住してしまうような結果にもなることを
的確に指摘している。
以上、やや理論部にこだわり過ぎた感もあろうが、月21日に開催された口頭試問（公開）での受け応
え及び本人が陳述した今後の課題設定をも併せて、我われ審査委員会は、本論文が博士学位を授与するの
にふさわしいものであると評定する。
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